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１．委員の指摘及び提言概要 

様々な環境化学物質の思春期における男児、女児への曝露（複合曝露を含む）に関して、膨大な

化学分析や曝露解析の結果に基づいて長期の環境影響評価を実施した重要な研究である。また、そ

れらの発生源について日用品などの化学物質曝露実態の評価をした貴重な知見が得られており、今

後の環境政策への貢献が期待できる。水道水や血液中のPFAS測定はチャレンジングで、エコチル調

査結果などを基にPFAS等の健康影響解明へと展開することが期待される。なお、二次性徴発来との

関係を議論する際には、臨床的変化を元にした二次性徴指標と生化学的指標の意味の違いを明確に

して、後者が正常・異常の診断基準と受け取られないような配慮が必要である。 

 

２．採点結果 
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